
富山市の公共施設のオープン
リノベーション推進事業について

富 山 市
令和元年11月27日（水）



富山市を取り巻く課題（平成17年4月に1市4町2村で市町村合併）

① 人口減少と超高齢社会

② 過度な⾃動⾞依存による
公共交通の衰退

③ 中⼼市街地の魅⼒喪失

④ 割高な都市管理の
⾏政コスト

⑤ ＣO2排出量の増⼤

⑥ 市町村合併による
類似公共施設

⑦ 社会資本の
適切な維持管理

⑧ 平均寿命と健康寿命の
乖離
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＜実現するための３本柱＞

富山市のまちづくりの基本方針 〜コンパクトなまちづくり〜

＜概念図＞
富山市が目指すお団⼦と串の都市構造

一定水準以上のサービス
レベルの公共交通串 ︓

お団子︓串で結ばれた徒歩圏

鉄軌道をはじめとする公共交通を活性化させ、その沿線に居住、商業、業
務、文化等の都市の諸機能を集積させることにより、
公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくりを実現

①公共交通の活性化

②公共交通沿線地区への居住推進
③中心市街地の活性化
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ＬＲＴが走るまちの風景

CENTRAM
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COMPACT CITY TOYAMA

課題１︓市町村合併による
類似公共施設



公共施設の将来更新費⽤推計

ＷＡＲＮＩＮＧ︕︕

今後４０年間で約3,300億円、年平均で82.5億円の不⾜︕
⇒ ハコモノに頼らない新たなパブリックサービスの提供の仕組みが必要

平成22年 令和32年 令和42年 令和52年 令和62年 令和66年
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他都市との比較
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富山市は
中核市のなかでも
ハコモノが多い︕

中核市で比較すると全国７位
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0% 20% 40% 60% 80%

あまり利用されていない施設・土地の

全部または一部を売却・賃貸して収入を得る

現在ある施設の統廃合や

機能の複合化・多機能化によって施設数を減らす

施設の更新（建替え）や管理運営に

民間のノウハウや資金を活用する

県や近隣自治体と共同で施設を建設・運営する

施設を減らす代わりに、民間施設

（会議室、スポーツ施設など）の利用に対し助成する

地域活動に密着した施設の

管理運営を地域住民に任せる

まちの中心部や地域拠点に

施設を集約化し、施設数を減らす

利用料を徴収できる施設の料金を引き上げる

施設におけるサービスの水準を引き下げる

特別な税金の徴収など住民全体で負担する

全体 N=2349

男性 N=1056

女性 N=1251

［複数回答］

【公共施設の更新費⽤の負担を減らす⽅策】
住⺠ニーズ（市⺠意識調査）
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COMPACT CITY TOYAMA

課題２︓平均寿命と
健康寿命の乖離



歩くライフスタイル推進の背景（公共交通の視点）

●公共交通活性化及び整備に関する事業年表

➣公共交通活性化による利⽤者数の増加
➣令和元年度末の路⾯電⾞南北接続という⼤きな節⽬を控え、これまで進めてきた
公共交通ネットワークを活かした新たなまちづくりステージへ

富山ライトレール（Ｈ18.4開業） 市内電⾞環状線（Ｈ21.12開業）

年⽉ 事業名称

平成１８年 ４⽉ 富山ライトレール開業

平成１８年１０⽉ ＪＲ高山本線活性化社会実験開始

平成２１年１２⽉ 市内電⾞環状線開業

平成２３年 ３⽉ ＪＲ高山本線活性化事業開始

平成２３年 ９⽉ 富山地鉄不⼆越・上滝線活性化事業
開始

平成２７年 ３⽉ 新幹線高架下への市内電⾞乗り⼊れ

令和 ２年 ３⽉ 路⾯電⾞南北接続事業の事業完了

●公共交通の利⽤者数の推移

出典︓富山市統計書

※ＪＲに関しては、平成２７年３⽉１４⽇以降のあいの⾵とやま鉄道利⽤者数を含む

▲富山ライトレール開業

▲市内電⾞環状線開業

▲北陸新幹線開業
（市内電⾞乗り⼊れ）

-７-



歩くライフスタイル推進の背景（健康面の視点）

出典︓平成28年版厚⽣労働⽩書－人口高齢化を乗り越える社会モデルを考える－

●「平均寿命」と「健康寿命」の推移（全国）

8.67
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9.02
年

12.28
年
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・平均寿命と健康寿命の乖離が進⾏➣0.1〜0.3年増加（ 2001年－2013年）
・商業施設や病院等の利⽤の際に、市⺠の８割が移動⼿段として⾞を利⽤
・普段の歩く意識が低く、過去に運動習慣のない市⺠は、歩⾏が困難になる傾向

●市⺠の外出目的別の移動手段

通勤・通学 買い物 通院
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徒歩 ⾃転⾞ ⾃動⼆輪 ⾃動⾞ タクシー バス 路⾯電⾞ 鉄道 この⽬的では
外出しない

n=1845
80.1%

53.9%

85.3%

出典︓歩くライフスタイルアンケート調査

●市⺠の歩⾏の状況と歩くことの意識（50歳以上） ●市⺠の歩⾏の状況と過去の運動習慣（50歳以上）
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22.6%

70.6%

77.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問題なく
歩⾏できる
(n=906)

歩⾏に不安
又は困難がある

(n=137)
過去に運動習慣があった 過去に運動習慣がなかった

40.6%

29.7%

59.4%

70.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=89
5)

(n=12
8) 普段から歩くことを

意識している
普段から歩くことを
意識していない

問題なく
歩⾏できる

歩⾏に不安
又は困難がある

＋10％

出典︓歩くライフスタイルアンケート調査

＋7％
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「歩くこと」による効果

47.5%

35.8%

37.8%
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62.2%

0% 50% 100%

毎回、参加した （n=343)

時々、参加した （n=653)

参加していない （n=738)

よく歩いている あまり歩かない

＋10％

出典︓⼤崎国保コホート研究９ 年間追跡結果

■ひとへの効果︓健康寿命の延伸、
社会保障費の削減効果

・１⽇の歩⾏時間が⻑くなると医療費が下がる
➣１時間以上/⽇の歩⾏で

2,800円〜5,000円/⽉の減

●１日の歩⾏時間と医療費の関係

●市⺠の地域活動への参加頻度と日常的な歩⾏の関係（全年齢）

↓5,000円減
↓2,800円減

出典︓歩くライフスタイルアンケート調査

●各都市の中心市街地の歩⾏量（通⾏量）と⼩売業売上⾼

出典︓まちの活性化を測る歩⾏者量調査のガイドライン／国⼟交通省

一
人
一
か
月
あ
た
り
の
総
医
療
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（
円
）

■まちへの効果︓地域経済やまちの賑わいへの波及、公共交通の利⽤促進
・歩⾏者が多いまちなかでは店舗の売上げが高い ➣地域経済の活性化
・よく歩く市⺠は地域活動に参加する傾向 ➣地域コミュニティの活性化
・公共交通を選択する市⺠や利⽤機会が増加 ➣持続可能な公共交通の実現

売
上
高
（
百
万
円
／
㎡
）
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Toyama Town Trekking Site
＜オープン・リノベーション＞



包括的な連携政策・施策による持続可能な都市の実現
限られた財源・資源の中で、各種課題に対応した持続可能な都市を実現するためには、
従来の縦割り的な政策・施策ではなく、包括的な連携政策・施策の展開が必要。
さらに、その効果を⾒える化・共有することで、多様な主体と連携し、まちづくりを推進。

持続可能
な都市
ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ

都市政策都市政策

教育政策教育政策

建設政策建設政策

福祉政策福祉政策

環境政策環境政策

農業政策農業政策

交通政策交通政策

保健政策保健政策

T T ST T S

高
齢
者
の
外
出
機
会

の
創
出

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
推
進

健
康
寿
命
の
延
伸

中
心
市
街
地
の
活
性
化

一つの施策の実施によって、
複数の政策目標に効果をもたらす

一つの政策目標を、複数の施策
実施によって達成する

-10-



公共施設オープンリノベーションマッチングコンペティション

【平成２８年度受賞団体】

⾃治体が有する公共施設を、クリエイターや建築家など
のアイディアを活⽤して、リノベーションを⾏い、新しく素
敵な公共空間に⽣まれ変わらせることによって、⺠間事
業者のビジネス拠点を創出する公共施設オープンリノ
ベーションを推進するもの。

富山市総合体育館のリノベーションのアイディア「Toyama Town Trekking Site」が、優秀作品として採択
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■富山の⾃然と富岩運河の歴史を活かしたこの公園は、年間約250万人が訪れる
富山のシンボルとなる公園です。

富山県富岩運河環水公園
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富山市総合体育館（地下1階・地上3階、第1アリーナ/4,650席・第2アリーナ/200席）

富山市総合体育館外観 リノベーション対象エリア
（スポーツ情報サロン）

Bリーグのオールスター戦（2019.1.19） ファンタジー・オン・アイス（2014.7）
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公園のメインスペース側に設置する扉は、
公園に訪れた人たちにとって、もう一歩足を
延ばすきっかけになります。
そこには、公園内にはない、新たなサービス
があり、公園の機能についても向上させます。

‐６‐

リノベーションのコンセプト
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タウントレッキング

環水公園が⽬前に広がる好ロケーション。そこに、洗練された空間・魅⼒的なコンテンツで構成された新アク
ティビティ拠点『Toyama Town Trekking Site』を整備することで、『健康であること・文化的であること』
に関⼼が高い若年シニア層を中心に、世代を超えた多くの⼈が利⽤することを想定
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◇事業費 100,000千円 （国︓50,000千円 市︓50,000千円）
内訳【国︓ハード事業は公共施設オープンリノベーションマッチングコンペティションの交付⾦（30,000千円）を活⽤、ソフト事業

（システム）は地域創⽣交付⾦（20,000千円）を活⽤】

TTS
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